
1位 663人 58.7% 新しいしくみを考える
2位 234人 20.7% 現状のまま
3位 157人 13.9% 無記入
4位 76人 6.7% その他
計 1,130人

1位 693人 61.3% 雑草が多く草刈りが大変である。
2位 650人 57.5% 買い物や病院など目的達成のための交通の便が悪い
3位 573人 50.7% 若者や子どもが減り、活気や明るさがなくなっている
4位 541人 47.9% 猪や鹿などの獣害が多い
5位 395人 35.0% 所在者不在の空き家（地）が増えて管理ができなくなっている
6位 394人 34.9% 役員のなり手や消防団員など人手不足になっている
7位 354人 31.3% 農業の担い手が減り耕作放棄地が増え農耕地が荒廃してきた
8位 313人 27.7% 高齢者が増え、独居老人などのお世話が必要になっている

9位 183人 16.2%
地区の体育祭など地域内でふれあうイベントが少なくなり、各世代の交
流が減っている

10位 173人 15.3% みんなが集まり利用できるふれあいの場所がない
11位 105人 9.3% 近くに避難場所がない
12位 85人 7.5% 特になし
13位 46人 4.1% その他
計 4,505人 1,130人

のべ↑ 回答総数 割合は回答者1130人中何％の人がこの回答を選択したか

●木立地域住民アンケート調査主な結果（2023.12実施）

■木立地域でも、今後さらに人口減少や少子高齢化が進むと予想されています。今後の木立地域の各組織の
継続や課題の解決などのために、どんなしくみが必要だと思いますか？

■木立地域で行った「木立について話そう！」で、主に以下のような課題（困っていること）が話し合われ
ました。この中であなたが特に木立地域の困り事だと思うことはどれですか？（より困っていると思われる
もの5つに〇）
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1位 446人 39.5% 交通の便向上に向けた移動支援のしくみづくり
2位 413人 36.5% 草刈りなど地域のお助け隊のしくみづくり

3位 330人 29.2%
空き家の活用など移住者の受入れ体制づくりによる移住しやすい環境づ
くり

4位 229人 20.3% 農産物・特産品の直売所の運営
5位 216人 19.1% 地域内の交流の場づくり（みんなが気軽に寄れる場づくり）
6位 183人 16.2% カフェや食堂づくり（木立産品活用や古民家カフェなど）
7位 162人 14.3% 特になし
8位 134人 11.9% 朝市や軽トラ市の開催
9位 120人 10.6% 木立を「多様な農業の集積するまち」にする活動
10位 114人 10.1% イベントの開催・充実による地域の活性化
11位 92人 8.1% 自然を活かしたキャンプ場所の提供と運営
12位 29人 2.6% その他
計 2,468人 1,130人

のべ↑ 回答総数 割合は回答者1130人中何％の人がこの回答を選択したか

1位 383人 33.9% わからない
2位 365人 32.3% 5年～10年後には継続が困難になる
3位 152人 13.5% すでに継続が困難になっている
4位 118人 10.4% 10年後も継続できる
5位 103人 9.1% 無記入
6位 9人 0.8% その他
計 1,130人

1位 864人 76.5% 今後も住み続けたい
2位 123人 10.9% 市内の違うところに引っ越したい
3位 85人 7.5% 無記入
4位 31人 2.7% 市外（県外）に引っ越したい
5位 27人 2.4% 市外（県内）に引っ越したい
計 1,130人

■あなたは、今後もいま住んでいるところに住み続けたいですか？

■木立地域で行った「木立について話そう！」で、主に以下のような「みんなでやってみたいこと」などが
出されました。あなたはどの取組が必要だと思いますか？（より必要だと思われるもの３つに〇）

■区長会や地区社協、消防団などの木立地域の団体は、今後、5年後・10年後も継続できると思いますか？
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